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平成 30 年 6 月 28 日 

報道関係各位 

ディー・ティー・ホールディングス株式会社 

企画管理部 

 

平成 29 年度（第 6 期）の業績について 

 

 本日、ディー・ティー・ホールディングス株式会社の本社（山形市）にて第 6 回定時

株主総会が開催されました。下記のとおり報告および決議されましたので、お知らせ致

します。 

 

 

記 

 

《 事業の経過および成果 》 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に緩やかな

回復基調が続きましたものの、実質所得改善の実感が得られず個人消費にはやや停滞感

が見られました。また、人手不足問題の顕在化は業種を問わず企業成長の足枷要因とな

ることが懸念される状況にあり、景気の先行きは不透明な状況で推移しました。一方、

世界経済の動向は概ね堅調に推移したものの、一部新興国の成長鈍化、急浮上してきた

米中貿易問題、解決の糸口が見えない中東および北朝鮮情勢を始めとする地政学リスク

を孕んでおり、先行きへの安定的な成長の担保が得られない状況が続いて参りました。

このような環境の中、当社グループは各部門におきまして営業力強化による取引顧客の

拡大を図るとともに、業務改革による経費の削減、および経営全般の業務効率・生産性

向上に取り組みました。 

 その結果、以下の事業経過および成果となりました。 

 

【物流関連事業】（主要子会社第一貨物株式会社の業績） 

 物流関連事業の主力事業である当期の貨物自動車運送事業は、過去 10 年間減少して

いた総貨物輸送量が国内景気の持ち直しのもと漸増し、運送需要も高まりました。その

ような環境下において、雇用競争力および従業員の処遇改善を図るべく取引条件改善等

に鋭意取り組んだことも功を奏し、特積み事業は輸送量および売上げ共に前期を上回り

ました。 

 一方、収支に直結する燃料費は、下期に入り急激に上昇に転じましたものの、通年で

は予測を下回りました。然しながら、ドライバー等人員不足に起因する外注費等の諸経

費が著しく増加し、この削減に努めるも思うように進まず、遺憾ながら収支を圧迫しま

した。 

 また、ロジスティクス事業におきましては、大口顧客の好業績に後押しされた形で売

上げが伸び前期を上回ることができましたものの、特定顧客の不振が影響したことより、
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収支面では前期を下回りました。 

 その結果、全事業業績は、売上高 712 億 60 百万円（前期比 103.2%）、経常利益 8 億

72 百万円（前期比 123.9%）、当期純利益 3 億 88 百万円（前期比 101.8%）となりまし

た。 

 

【自動車販売事業】（主要子会社太平興業株式会社の業績） 

 自動車販売事業の主力であるトラック・バス分野について、各部門の実績を前年と比

較してみると、車両販売部門は、中古車において伸びが見られたものの、新車は販売台

数・売上利益ともに減少、部品部門は保有台数の減少が影響し減益、整備部門では車検

の入庫台数および単価改善により増益となりました。 

 一方営業経費は、一昨年度、全面改築を実施した秋田支店、今年度、工場増築を実施

した能代出張所の減価償却費や営業クレームの対処などにより増加しました。 

 その結果、全事業業績は、売上高 295 億 7 百万円（前期比 89.4%）、経常利益 2 億 40

百万円（前期比 37.2%）、当期純利益 67 百万円（前期比 16.9％）となりました。 

 

《 平成 30 年 3 月期決算 連結 》 

 金 額 前期比 

営業収益 108,608 百万円 99.4% 

営業利益 1,608 百万円 69.4% 

経常利益 1,615 百万円 76.2% 

親会社株主に帰属する当期純利益 548 百万円 42.0% 

配当金 10 円/株  

 

《 役員の地位および担当 》 

 平成 30 年 6 月 28 日をもって任期満了に伴い、取締役 7 名が重任されました。地位

および担当は次のとおりとなりました。 

氏 名 地位および担当 備考 

武 藤  幸 規 代表取締役社長（代表取締役会長兼務） 重任 

五 十 嵐  淳 雄 取締役 企画管理部担当 重任 

長 與  俊 雄 取締役 総務部担当 兼 経理財務部副担当 重任 

米 田  総 一 郎 取締役 経理財務部担当 兼 経理財務部長 重任 

松 野  健 太 郎 取締役 事業開発部担当 重任 

大沼  八右衛門 取締役（社外取締役） 重任 

角 田  マ リ 取締役（社外取締役） 重任 
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新 野  義 広 常勤監査役（社外監査役） 

中 桐  俊 監査役 

阿 部  直 之 監査役（社外監査役） 

 

 

《 主要子会社 第一貨物株式会社 の役員の地位および担当 》 

 平成 30 年 6 月 27 日をもって取締役 1 名が辞任しました。地位および担当は次のと

おりとなりました。 

氏 名 地位および担当 

武 藤  幸 規 代表取締役社長（代表取締役会長兼務） 

安 達  英 雄 常務取締役 山形支社長 

五 十 嵐  淳 雄 
常務取締役 経営企画室・情報システム室・ 

国際事業部担当 

岸  仁 常務取締役 総務部・人事部担当 

米 田  総 一 郎 常務取締役 経理部・施設車両部・監査室担当 

仲 島   順 
常務取締役 営業本部長 兼 営業第一部長 

営業第三部担当 

庄 司  啓 司 常務取締役 営業副本部長 兼 営業第二部長 

横 尾  新 一 取締役 仙台支社長 

遠 藤   誠 取締役 東京支社長 

松 田  伸 三 
取締役 営業副本部長 兼 業務第一部長 

業務第二部・安全管理部担当 

須 藤  勅 夫 取締役 国際事業部長 兼 上海駐在員事務所長 

佐 藤  雅 彦 取締役 名古屋支社長 

吉 田  郁 雄 取締役 総務部長 

新 野  義 広 常勤監査役 

中 桐   俊 監査役 

阿 部  直 之 監査役 
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辞任しました取締役は、次のとおりです。 

氏 名 旧 備考 

白 田   優 取締役 (非常勤) 
都留貨物自動車㈱ 代表取締役社長 

（就任日 2018 年 6 月 4 日） 

 

 

《 主要子会社 太平興業株式会社 の役員の地位および担当 》 

地位および担当は次のとおりです。 

氏 名 地 位 

武 藤  幸 規 代表取締役社長（代表取締役会長兼務） 

平 岡   裕 
常務取締役 

営業本部長、OA システム部長 

長 與  俊 雄 常務取締役 管理本部長 

五十嵐  淳雄 取締役 

米田  総一郎 取締役 

及 川  明 徳 取締役 秋田地区・山形地区統括部長 

金 子  正 照 取締役 新潟上越・中越地区統括部長 

尻 江   彰 取締役 経理部長 

佐 藤  潤 一 取締役 新潟下越地区統括部長 

山本  弘太郎 取締役 山形支店長 

小 林   昭 取締役 新潟支店長、佐渡出張所長 

藁 谷  昌 弘 取締役 業務部長 

西 野  修 一 常勤監査役 

中 桐   俊 監査役 

阿 部  直 之 監査役 

 

 

《 主要子会社 DT 商事株式会社 の役員の地位および担当 》 

 平成 29 年 11 月 1 日付 臨時株主総会（書面決議）において、新たに取締役 1 名が選

任されました。尚、新任の取締役の任期は、他の在任取締役の任期満了のときまでとな

ります。 



- 5 - 

氏 名 地 位 備考 

武 藤  幸 規 
代表取締役社長 

（代表取締役会長兼務） 
 

平 岡   裕 取締役 統括部担当、統括部長  

長 與  俊 雄 取締役 総務部長 新任 

米田  総一郎 取締役  

松野  健太郎 取締役 海外営業部長  

西 野  修 一 監査役  

 

 

《 主要子会社 JAPAN BODY MANUFACTURING.,LTD. の役員の選任 》 

 平成 30 年 4 月 24 日をもって任期満了に伴い、取締役 2 名が退任し、新たに取締役

2 名が選任され、取締役 2 名が重任されました。 

氏 名 地 位 備考 

橋 口  博 光 代表取締役社長 重任 

岡 本 喜 八 郎 取締役 新任 

堀 田  和 宏 取締役 新任 

松野  健太郎 取締役 重任 

 

退任しました取締役は、次のとおりです。 

氏 名 旧 備考 

山 田   淳 取締役  

堀 田  智 義 取締役  

 

以 上 

 お問い合わせ先  

 

山形県山形市諏訪町二丁目 1 番 20 号 

Tel. 023-624-7101 Fax. 023-624-7102 

【担当窓口】 企画管理部 大沼 敦彦 

    檜野 健一郎 


